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ＭＯＤＥＬ　ＨＸ－３３０

組　立　説　明　書

＜＜　ＰＲＯＦＩＬＥ　＞＞

小型軽量

　　　重量１２Ｋｇ、回転半径４．３ｍのコンパクトな設計です。

２）広帯域

　　　独特のフェーズラインによる全エレメント給電により各バンド共、端から端まで使

　　　用できる広帯域設計です．　特に 10m バンドは 28.0～29.75Mhz の広い範囲をカバー

　　　していますので下端のＣＷからＳＳＢ、サテライト、そして上端のＦＭまで全モードを

　　　楽しむことができます。

３） 耐高電力

　　　アンテナ入力連続５００Ｗのキーダウンに耐える高電力設計です．

　　　ＳＳＢでは１ＫＷまでご使用いただけます。

４）その他仕様

　◇　周波数　　　　　：　14／21／28　MHz

　◇　形式　　　　　　：　3　エレメント　ビーム

　◇　最大エレメント長：　7．72　ｍ

　◇　ブーム長　　　　：　3 ・ 65　ｍ

　◇　風圧面領　　　　：　0．45　㎡

　◇　最大空中線入力　：　５００Ｗ連続、１ＫＷＳＳＢ

　◇　重量　　　　　　：　12　Kg

　◇　最大適合マスト径：　60ｍｍ

◇　指向特性　　　　：　第 13 図参照

　◇　VSWR　　　　　　：　第 13 図参照

NAGARA　DENSHI　KOGYO　CO．，LTD

　この度はナガラ HX－330 をお買い上げいただき誠に有難うございます。

このアンテナは小型軽量ながら、入念に設計された 14／21／28Mhz 帯用高性能 3 エレメント・

トライパンダーです。

組立に先立ち、この組立説明書をよく読んでアンテナの構造や組立方を十分理解して下さい。

＜＜　組立に先だつて　＞＞

§　部品表と各パーツとを照合し不足が無い事を確認して下さい。　　　　　　‾

§　アンテナの組立は、地上に仮のマストを建て作業を進めると能率よくきれいに仕上がり

　　ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

§　組立順序は

　　　　（1）　ブームの接合

　　　　（2）　エレメントサポートの組立及び中央部エレメントの取付

　　　　（3）　エレメントサポートのブームヘの取付

　　　　（4）　フェーズライン及びバランの取付

　　　　（5）　トラップ及び先端エレメントの取付

　　　　（6）　テナコートの塗布

　　　　（7）　タワーヘの取付

　　となります．

§　このアンテナは 3 組のエレメントかち構成されています。前から順にそれぞれ第 1、

　　第 2、第 3 エレメントと呼ぶことにします。

§　多人数で作業を行うときは必ずリーダーを決めその人の指図で作業を進めて下さい。

　　各員がばらばらに行うと必ず組立ミスが発生します。リーダーは必す他のメンバーの作業の

　　仕上がり具合いを責任をもってチェックして下きい。

§　フェーズラインを取り付ける時、多少エレメントサポートの位置をフェーズラインに合わせて

　　前後に修正する必要があります。　　　　　　一

§　アンテナをタワーに取り付けるとブームは少したわみますので、地面に置いて組立る場合

　　はフェーズラインは少したるみ加減になるようエレメントサポートの位置決めをして下さい。

§　フェーズラインと他のパーツ（エレメント、ビス等）との接合部に付属のペネトロックスを

　　塗布して下さい。

§　パイプの差込み部にもぺネトロックスを塗布して下さい。　尚ここに砂やほこりが絶対に

　　付かないよう注意して下さい。　パイプどうしが抜き差し出来なくなります。

§　テナコートの塗布は金属部のみとし、．プラスチックには塗らないで下さい。

＜＜　組立作業手順　＞＞

1 ．　【　ブームの組立　】　　図1 参照

　　□　ブームは 2 本に分れ、それぞれにエレメント位置を示すカラー・マークが記されてい

　　　　ます。　これら 2 本をブームスプライス、4×8 セルフネジ及びマストクランプで

　　　　1 本のブームに組立ます。

　　□　プームスプライスにペネトロックスを塗り、ブーム B に差込みそれぞれの止め穴（

　　　　3．5mm）をあわせ 4×8 セルフネジで取り付けます。

　　□　ブームスプライスの他端にブーム A を差込みます（カラー・マークの位置を確認し反

　　　　対向けにならない様に注意してください）。　ブーム A／B のつなぎ目にマストクランプ

　　　　を 38mmU ボルトセット（短）で取り付けます。

　　□　ブームの両埼に 38mm キャップをはめ込みますが、後の作業をしやすくするためア

　　　　ンテナ組立完了後に行います。

2 ．　【エレメントサポート部の組立】　図 2 参照

　　□　インシュレーターをエレメントサポートに M5×35 ビス及び M5 ロックワッシヤ

　　　　ーで取り付けます。　この時 M5×35 ビスは強く締め付けないでインンュレータ

　　　　ーが軽く動く程度にしておきます。
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3 ．　【　エレメントA の取付－1 】　図 3 参照

口　エレメントは 3 組ありますが、第 1 エレメントにはスタブが付ますのでここでは第 2、

　　第 3 エレメント分 2 組の取り付けを行います。

　口　エレメントサポート部のインシュレーターにエレメントＡを乗せ、エレメント先端

　　　のトラップ取付穴（3．5mm）が下を向く様に M5×40 ビス及び M5 ロックワッシャーにて

　　　取り付けます。　ブームに近いエレメント取付ビスには後でフェーズライン等を取り

　　　付けますので今はあまり強く締め付ける必要はありません。

　口　前行程 2 のインシュレーター取付ビス M5×35 をここで増し締めします。

　口　エレメント A の内側の端に 19mm キャップを取り付けます。

4 ．　【　エレメントA の取付－2 　】　図 4 参照

口　行程 3 とほぼ同様ですが第 1 エレメント用としてスタブの取付が追加されます。

口　エレメント A にスタブ取付金具をそれぞれ 2 個ずつ通しておきます。

　口　エレメント A をエレメントサポート上のインシュレーターに乗せスタブ取付金具が

　　　それぞれインシュレーターの外側の面に沿う様に配置し、エレメント A の先端のト

　　　ラップ取付穴が下を向く様に M5×40 ビス及び M5 ロックワッシヤーにて取り付けます。

□ 行程 2 のインシュレーター取付ビス M5×35 を増し締めして下さい。

□ スタブエレメントをスタブ取付金具に差し込みます。　スタブエレメントはエレメ

ントＡの前方になり、且つスタブエレメントのブーム寄りの端面はスタブ取付金具

の面に合わせて取付金具のビスを締め付けて下さい。

□ エレメントＡの内側の端に 19mm キャップを取り付けます。

□ スタブ芯線は後の行程で取り付けます。

5 ．　【　エレメントのブームヘの取付　】　図 5 、6 参照

口　ブーム上にエレメントを図 5 の様に配置します。尚ブーム上のカラー・マークには

　　工レメントクランプの瑞面（前側）を合わせます。

  口　図 6 の様にエレメントクランプ及び 2 組の 38mmU ボルト（長）でエレメントサポートを

　　ブームに固定します。　第 1、第３エレメントのアーム上の位置は後ほどフェーズライン

　　を取り付ける時に多少修正しますので今はあまり強く締め付けない様にして下さい。

　　又アンテナをマストに取り付けた時、エレメントとマストが直角になるようにマスト

　　クランプに仮にパイプ等を取り付けて確認しておいて下さい。

6 ．　【　フェーズライン等の取付　】　　図1 0 、1 1 参照

　　口　図 10 及び図 11 はフェーズライン、バラン等の見取り図です。　少し複雑な構成

　　　　になっていますので両図を良く見て各部の配置を理解しておいて下さい。

　　口　フェーズラインは全部で３種類使います。フェーズラインＡ（４本）は一番長い

　　　　もの、フェーズライン B（2 本）は一番短いもの、フェーズライン C（2 本）はフ

　　　　ェーズライン A と長さがほぼ変わりませんが、折り曲げ方はフェーズライン B と同

　　　　じです。　間違えないように注意して下さい。

　　□　組立順序

　　　　　　　　1）　バラン（HF－バラン）の取付。

　　　　　　　　2）　フェーズライン A、B の第 2 エレメントヘの取付。

　　　　　　　　3）　インシュレーター D ・セットの仮止め。

　　　　　　　　4）　フェーズライン C の第 3 エレメントヘの取付。

　　　　　　　　5）　フェーズライン A の第 1 エレメントヘの取付。　　　　　　　＿

　　□　図９を参照しバラン・リードをバランに取り付けます。　この時 M5 ナットをあまり

　　　　強く締め過ぎますとバランのネジが共回りしバランを壊してしまいますから締めす

　　　　ぎない様注意して下さい。　小型クランプ・セットでバランを第 1 エレメントのすぐ

　　　　後ろに取り付けます（図 7 参照）。　バランリード線とエレメントの接続は後ほど

　　　　行いますので、今はそのままにしておきます。

　　□　第 2 エレメントの行程 3 で取り付けたエレメント止めビス M5×40 を一旦はずし

　　　　フェーズライン A 及び B をここに取り付け再度締め付けます（図 11 参照）。

　　　　フェーズライン B は”く”の字型に曲がっています．”く”の字の短い方の辺が

　　　　第 2 エレメント側になるよう取り付けます（図 11 では作図上反対に見えますので

　　　　注意して下さい）。

    □　今取つ付けたフェーズライン A 及び B それぞれの他瑞にインシュレーター D ・セット

　　　　を図 7／8 を参考に軽く仮止めします。　フェーズライン B は途中で左右交差します。

　　　　フェーズライン A 及び B の折れ曲がり角にインシュレーター C ・セットを取り付け

　　　　ます（図 7／8／9 参照）。

　　□　もう 1 組のフェーズラインＡを第 1 エレメントとフェーズライン B の間に取り付け

　　　　ます。　先ずフェーズライン B 側端でインシュレーター D ・セットのビスにフェーズ

　　　　ライン A を取り付けます。　次に第 1 エレメント側を取り付けますが行程 5 で仮止

　　　　めした第 1 エレメントとフェーズライン A の取付穴が合う様に第 1 エレメントの位置

　　　　を前後に修正し、フェーズライン A 及びバランリード線を第 1 エレメントに取り

　　　　付けます（図 7／９参照）。　アンテナをマストに取り付けた時アームが少したわみ、

　　　　フェーズラインに張力がかかりますから、今は少したるみ加減に第 1 エレメント位置を

　　　　設定して下さい。　フェーズライン A の折れ曲がり角にインシュレーター C ・セットを

　　　　取り付けします。

　 □　フェーズライン C を第３エレメントと先に第 2 エレメントに取り付けたフェーズライン A

　　　の間に取り付けます。　インシュレーター D ・セットのビスにフェーズライン C の

　　　長い方の辺の端を取付、他端を第 3 エレメントに取り付けます。　前行程と同様に

　　　第 3 エレメントの位置を前後に修正して下さい。　尚フェーズライン C もフェーズ

　　　ライン B と同じく中央で左右交差します。　フェーズライン C の折れ曲がり角に

　　　インシュレーター C ・セットを取り付けます。

　□　各部のビスやナットを最終的に締め付けて下さい。

　【　スタブ芯線の取付 】　図 6 参照

　　□　第 1 エレメントに取り付けたスタブエレメントにスタブ芯線を挿入します。　右側

　　　　（又は左側）のスタブエレメントの外側から芯線を差込み少しずつ送り込んで行き

　　　　ます。　スタブエレメントの内側（ブーム寄り）端よりでてきた芯線を左側（又は

　　　　右側）のスタブエレメントに同様に順次送り込み、芯線全体をスタブエレメントの

　　　　中に納めます。芯線はスタブエレメント内に丁度納まる寸法になっています。

　　　　はみ出したり長さが不足した場合はスタブエレメントの取付に誤りがないか確認し

　　　　て下さい。　スタブエレメントの両端にり 9．5 mm キャップを差し込みます。

8 ．　【　先端エレメント及びトラップの取付】　図 1 2 参照

　　□　第 1 エレメント B 及び第 1 トラップを第 1 エレメント A へ、第 2 エレメント C 及び

　　　　第 2 トラップを第 2 エレメント A へ、第 3 エレメント D 及び第 3 トラップを第 3 エ

　　　　レメント A へそれぞれ 4×8 セルフネジで取り付けます。　各トラップはカラーコ

　　　　ードの付いた長いパイア側が内側（ブーム寄り）になります。　反対に取り付けま

　　　　すと全く動作しませんから注意して下さい。　各トラップのドレイン・ホールが下を

　　　　向いている手を確認して下さい。　エレメント B、C 及び D の先端に 9．5mm キャッ

　　　　プを差し込みます。

9 ．　【　テナコートの塗布　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　□　金属部分にテナコートを刷毛で塗布して下さい。　プラスチック部には塗布しない

　　　　で下さい。

　　□　ブームの再端に 38mm キャップを差し込みます。

1 　0 ．　【　ケーブルの取付　】

　　□　同抽ケーブルに M 型接栓取付、バランの MR コネタターに接続して下さい。

　　　　ケーブルをブームに沿わせて適宜テープ等で固定します。　給電点はブームの先端

　　　　に有りますのでアンテナをタワーのマストに取り付けてからでは手がとどきません

　　　　から注意して下さい。

1 1 ．　【　タワーヘの取付　】

   □  再度組立に間違いが無いか確認して下さい。　注意深くタワー上に釣り上げて 60mm

　　    U ボルト・セットでマストに取り付けます。
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ＨＸ－３３０　部品表

　　P/N 　　C/N 部品名 小売単価 　数　量

1 6903 ｴﾚﾒﾝﾄ･ｻﾎ -゚ﾄ  (HX-330) 2,480 3

2 1107 HF ｲﾝｼｭﾚ-ﾀ-･ﾌﾞﾛｯｸ 400 12

3 1257 M5Xx35 ﾈｼﾞ 35 24

4 1202 M5  ﾛｯｸﾜｯｼｬ- 20 36

5 1258 M5x40 ﾈｼﾞ 35 12

6 6352 No.1-No.3 共用エレメントＡ　15/19x1826 2,360           6

7 6570 HX-330 #1ﾄﾗｯﾌ゚　　　　 (緑) 4,810           2

8 6571 HX-330 #2ﾄﾗｯﾌ゚　　　　 (赤) 4,530 2

9 6572 HX-330 #3ﾄﾗｯﾌ゚　　　　 (黄) 4,530 2

10 5024  9.53x538 ｴﾚﾒﾝﾄ･ﾊﾟｲﾌ  ゚ (緑)                                             310 2

11 5009  9.53x893 ｴﾚﾒﾝﾄ･ﾊﾟｲﾌ  ゚ (赤) 440 2

12 5023  9.53x983 ｴﾚﾒﾝﾄ･ﾊﾟｲﾌ  ゚ (黄) 470 2

13 6004 ﾌﾞｰﾑA 38.1x1,826  　　(緑,赤) 2,900 1

14 6005 ﾌﾞｰﾑB 38.1x1,826  　　(黄)　穴あき 3,000 1

15 5905 ﾌﾞｰﾑｽﾌﾟﾗｲｽ 34.92x300 550 1

16 5049 HX-330/33S ｽﾀﾌﾞｴﾚﾒﾝﾄ  9.53x420 190 2

17 7274 HX-330ｽﾀﾌﾞ芯線 1,020mm 310 1

18 1360 60-38 Mast Clamp SS450(B-1459RD) 1,600 1

19 7234 5/16x60x115 Uﾎﾞﾙﾄ ｾｯﾄ 520 2

20 7229 M6x38x70 Uﾎﾞﾙﾄ ｾｯﾄ 280 2

21 1361 ｴﾚﾒﾝﾄ･ｸﾗﾝﾌ  ゚       (B-1545) 640 3

22 7231 1/4x38x95 Uﾎﾞﾙﾄ ｾｯﾄ 310 6

23 1150  9.53mm  ｷｬｯﾌﾟ    (3/8 SC) 20 8

24 1167 19.05mm  ｷｬｯﾌﾟ    (EC-12) 30 6

25 1158 38.10mm  ｷｬｯﾌﾟ    (1-1/2 SC) 60 2

26 7281 HX-330スタブ取付金具セット(M4x6ﾈｼﾞ付)     720 4

27 1400 HX-330 ﾌｪ-ｽﾞ･ﾗｲﾝA    L=1000mm 440 4

28 1401 HX-330 ﾌｪ-ｽﾞ･ﾗｲﾝB    L=677mm 360 2

29 1402 HX-330 ﾌｪ-ｽﾞ･ﾗｲﾝC    L=992mm 410 2

30 7041 ｲﾝｼｭﾚ-ﾀ-C･ｾｯﾄ  (M4x30ﾈｼ゙付） 410 4

31 7280 ｲﾝｼｭﾚｰﾀｰD･ｾｯﾄ  (ﾋﾞｽ,ﾅｯﾄ,ﾜｯｼｬｰ) 1,100 2

32 7275 BL-4K HFﾊﾞﾗﾝ 6,100 1

33 7271 BL-4K リード線 120 2

34 7333 BL-4K ｸﾗﾝﾌﾟｾｯﾄ(Uﾎﾞﾙﾄ付)  910 1

35 1296 4x8 ｾﾙﾌﾈｼﾞ   (予備２個含む） 20 15

36 490 ﾃﾅｺ-ﾄ 1/12L 1

37 ﾍﾟﾈﾄﾛｯｸｽ  10g 1

38 9995 組立説明書 300 1

0

7255 NEW 60-38 ｸﾛｽﾏｳﾝﾄｷｯﾄ 3,720

7294 BL-4K･ｸﾗﾝﾌ  ゚   60x38   M5x25付 1,320

7295 M5x68x83 Uﾎﾞﾙﾄ ｾｯﾄ(ﾅｯﾄ､ﾜｯｼｬﾂｷ)  for BL-4K 250


